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舘

報ほうもん
人口と世帯数

男　　　　2,  583人

女　　　　2,  622人

計　　　　5.205 人

世帯数　　959 世帯

昭和42年10月31日現在

功 労 者 表 彰 式 行 う

去

る
十
一
月
四
日
蓬
田
村

役
場
会
議

室

に
於
て
、
昭
和
四

十
二
年

度
功

労
者

表
彰
式
を
行
い
ま
し
た
。

表
彰
者
次
の
と
お
り

○
　

普
通
功
労
者

村
会
議
員
　
（

現
）
　
佐

井
幸
四

郎

（

議
員
十
三

年
）

々
　
　
　
　（

現
）
　

山

口
　
与

八

（

議
員
十
三

年
）

多
　
　
　

（

現
）
　

坂
本
孫

九
郎

（

議
員
　

八
年
）

多
　
　
　
　
（
現
）
　

越
旧
長
太
郎

（

議
員
　

八
年
）

多
　
　
　
　
（
現
）
　

山
舘
　

誠
弘

（
議
員
　

八
年
）

々
　
　
　
　
（
現
）
　

加
藤
喜
代
作

（
議
員
　

八
年
）

々
　
　
　
　
（
前
）
　

坂
本
　

貞
教

（
議
員
　

八
年
）

前

村

長
　
　
　
　
　

武
井
　

一
郎

（
村
長
一
期
四
年
）

収

入

役
　
　
　
　

八
戸
倉
次
郎

（
収
入
役

、
職
員
十
五
年
）

教

育

長
　
　
　
　

森
　

光
秀

（

教
育
長
十
二
年
）

○
　

善
行
表
彰

阿
弥
陀

川
部
落

（

ポ
ン
プ
自
動
車
購

入
費
寄
附
乙

長
科
部
落

（

ポ
ン

プ
自
動
車
購
入
費
寄
附
）



”
図

書
購
入

す
る
〃

去
る

八
月

蓬
ｍ

村

公
民
館

図
書
部

（

教
育
委
員
会
内
）
で

は
四
十
二
年

度

の
図
書
を
購

入
し
ま
し
た
。

代
議
士
逮
捕
　
　
　

冷
酷
な
報
酬

黄
色
い
風
土
　
　
　

元
禄
い
ろ
は
硯

漂
う
部
屋
　
　
　
　

す
れ
す
れ

脂
の
し

た
た
り
　
　

真
夏

の
夜

一
日
未
亡
人
　
　
　

尻
朧
之
孫
市

若
草
の
う
た
　
　
　

花
嫁
太
平

記

人
魚
と
野
郎
　
　
　

山
の
音

結
　
　
　

唱
　
　
　

男
の
階

段

眠
れ
な
い
夜
の
木
　
異
常

の
門

寝
台
の
船

東
海
道
お
色
気
五
十
三

次

顔
十
郎

罷
り
通
る

あ
る
日
わ
た
し
は

わ
が
愛
と
命
の
記
録

白
い
魔

魚

肉
体
０
.学
校

天
下

を
取
る

青
い
血
の
娘

狂
っ

た
脂
粉

三
分
間
テ

ー
ブ

ル
ス
ピ

ー
チ

大
奥
（
秘
）
物
語

シ
ョ
ー
ト
シ
ョ
ー
ト

笑
説
せ
っ
く
す

ピ
ア

三

六
〇
人

の
美
女
を
も
っ
だ
大
王

太
陽

を
這
う

三

六
五
日
し

び
れ

る
木

課
長

さ
ん

そ

ろ
ば
ん
待

同
伴

者

最
高
殊
勲
夫
人

結
　
　
　

婚

悪
女

の
条
件

愛

の
装
飾

雨
の
中

に
消
え
て

陽
の
あ
た

る
坂
道

若
い
川
の
流
九

月
嫗
系
図

明

日
に
賭
け

る

船
乗
り
ク
プ

ク
プ
の
口

険

美
男
城

敵

は
ど
い
つ
だ

魔

女
神
の
む
す

ん
だ
愛

の
き
ず
な

森

と
湖
の
ま
つ
り

の
ぞ
く
べ
か
ら
ず

万

事
お
金

悪

女
残
酷
物
語

青
年

安
兵

衛

ど
く
と

る
氏
の
診
だ

ん
室

悪

霊
の
城

忍

び
の
者

飛

騨
忍

法
帖

柳
生
忍

法
帖
（

上
）

柳

生
忍

法
帖
（

中
）

柳

生
忍

法
帖
（
下

）

風

来
忍

法
帖

甲

賀
忍

法
帖

江
戸
忍

法
帖

野

ざ
ら
し
忍

法
帖

忍

法
忠
臣
蔵

外

道
忍

法
帖

信
玄
忍

法
帖

忍

者
月
影
妙

梟
の
城

異

常
の
門

女
体
忍
法

普
薇
販
売
人

白
い
橋

寒
い
朝

ゼ
ロ
の
密
月

最

後
の
自
白

上

段
霞
切

り

赤
い
影
法

師

終
幕
青
年
時
代

女
ひ
と
り

三
姉

妹

旅
路
肉
体

の
都

結
婚
生
理

二
十
一
才

の
父

東
京
空
襲

金
瓶
梅
　

①

金
瓶
梅
　

㈲

津
軽
艶
笑
譚

大
宰
治

中
国
名
言
物
語

社
交

の
鬻

女
の
名
店
街

続
故
事
こ
と
わ
ざ
辞
典

故
事
名
言
辞
典

外
来
語
辞
典

式
辞
挨
拶
演
説
事
典

最

新
コ
ン

サ
イ
ス
英
和
辞

典

最

新
コ
ン

サ
イ
ス
和
英
辞
典

カ
ラ

ー
山
の
う
た

カ
ラ

ー
日
本
の
ま
つ
り

カ
ラ

ー
山
の
花

津
軽
男
鹿
鳥
海

全
国
温
夕
の
旅

飯
豊
朝
日
出
羽
三
山

全
国
高
原
と
湖
の
旅

趣
味
の
サ
ボ
テ
ン

図
案
カ
ッ
ト
模
様
集

形
の
感
覚

世
界
の
名
詩

周
遊
券
旅
行
案
内

囲
基
必
勝
の
き
め
て

野
生
エ
ル
ザ

湖
北
の
女

う
ち
の
社
長

浮
気
の
旅

眠
れ
な
い
夜
の
本

自
由
ケ
丘
夫
人

人
間
の
条
件

外
来
語
コ
ー
ナ
ー

バイパス　　By  pass　副道

リハビリテーション　　RehabⅢtation

身障者、精薄者を社会

復帰させるための保護指導

マスコミ　　Mass communication　大衆伝達

ピジョン　　Vision　　未来の構想、理想像

ボラソテーア　　Volunteer　民間篤志奉仕者

名
言
古
語
捗

二

挙
両
得
」

奏
と
六
国
と
の
争
い
ま
さ
に
た
け
な
わ

な
戦
国
の
こ
ろ
、
奏

の
宰
相
を
し
て
い

た
連
衡
帝
の
立
役
者
張
儀
は
、
奏
王
の

面

前
で
司
馬
錯
と
、
蜀
（
四

川
省
）
を

伐
っ
こ
と
の
可
否
を
論
争
し
て
い
た
。

張

儀
は
い
う
。
「

ま
ず
魏

と
茫
と
友
好

関
係
を
結
び
、
周
を
攻
め
ま
す
。
周
は

あ

わ
て
て
祖

先
伝
来

の
宝
石

を
さ
し
出

し
て
和
を
乞
う
で
し
ょ
う
。
そ

こ
で
天

子

を
擁

し
て
天
下

に
号
令

し
ま
す
。
蜀

な
ん
ぞ
は
僻
遠

の
地
、
た
と
え

攻
め
取

っ

て
も
大

し
て
役
に
は
立
ち
ま
せ
ん
。

そ

ん
な
と

こ
ろ
を
奪
う

よ
り
も
中
原

の

地
を
略
取
さ
れ

る
方
が
天
下

統
一

の
早

道
で
す
」

司
馬
錯
も
負
け
て
い

な
い

。

「
そ
れ

は
違
う
。

夕
国

を
富
ま
そ
う
と

す

る
者

は
ま
ず
そ

の
土
地

を
拡
げ

、
兵

を
強
く

し
よ
う
と
す

る
者

は
ま
ず
そ

の

民
を
富

ま
せ
、
王
者

に
な
ろ
う
と
す

る

者

は
ま
ず
徳
を

お
さ

め
る
４
と
聞
い
て

お
り
ま
す

、
い

ま
奏

は
土

地
狭
く

、
民

は
貧
し
ゆ
う
ご
ざ
い
ま
す
。
し
た
が
っ

て
蜀
を
取

る
こ
と
は
土
地
を
拡
げ

、
財

を
も
得

る
と
い
う
、
ま
さ

に
一
挙
両
得

の
妙
策
で
す
。
反
対

に
い

ま
周
な

ど
を

攻

め
ま
す
と

、
天
子

を
脅

か
し
た
と
い

う
悪
名
を
得

る
ば

か
り
で
益

は
少
し
も

あ
り
ま
せ

ん
。

お
や

め
く
だ
さ
い
」

王

は
司
馬
錯

の
言
を
も
っ
と
も
と

し
て

蜀
を
攻

め
た
。

一
挙
両
附
、
一
石
二
鳥
、
一
箭
双
鵈
。

一
発
双
貫
、

は
み
な
同
意
語
で
あ

る
。
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学
　
習
　

す
　
る
　
郡
　
Ｐ
　
Ｔ
　
Ａ

去
る
十
一
月
五
目
蓬
田
小
学
校
に
お

い
て
東
郡
Ｐ
Ｔ
Ａ
ス
ク
ー
ル
開
催
さ
れ

県
社
教
課
須
郷
信
去
先
生
東
青
教
育
事

務
所
長
柿
畸
素
弘
先
生
外
社
敦
関
係
指

導
主
事
先
生
列
席
東
奥
日
報
社
長
楠
美

隆
之
進
光
生

を
講

師
と

し
郡
下

各
Ｐ
Ｔ

Ａ

よ
り
約
九
十
名

の
会
員

参
加

そ
れ
ぞ

れ

の
テ
ー
マ
に
よ
り
熱

心
に
研
究

学
習

が
行

わ
れ
ま
し
た
。

引
揚
者
の
か
た
に
特
別
交
付
金
を
支
給

引
揚
者
で
、
つ
ぎ
に
該
当

さ
れ
る
か

た
に
は
特
別
交
付
金
が
支
給

さ
れ
ま
す

の
で
、
該
当
さ
れ

る
か
た

は
役
場
厚

生

係
で

請
求

の

手
続
き

を

し
て

く
だ
さ

い

。○
支
給
対
象
者

１

、
昭
和
二
十
年
八
月
十
五
日

ま
で

引

き
続
き
一
年
以
上
（

満
州
開

拓
民

は

一
年
未

満
で

も
よ
い
）
外
地

に
生
活

の

本
拠
を
有

し
て
い

た
か
た
お

よ
び
、
モ

の
遺
族
た
だ
し
、
ソ
連

の
参
戦
地
域

に
住

ん

で
い
た
か
た
は
、
昭
和
二
十
年

八
月

九

日

か
ら

八
月
十
四
日
ま
で

の
間

に
引
き

揚
げ
し
た
か
た
お
よ
び
こ

の
期
間
内

お

よ
び
引
揚

後
死
亡
し
た

か
た

の
遺
族

終
戦

の
際

や
か

を
え
な
い
事
由

の
た

め
内
地

に
滞

在
中
で
あ
っ
て
外
地

に
も

ど
れ
な
く
な
っ

た
か
た
お
よ

び
そ

の
遺

族
２

、
南
洋
群
島

に
昭
和
十
八
年
八
月

一
日

ま
で
引

き
続
一
年
以
上

の
生
活

本

拠
を
有

し
、
戦
争
関
連

に
よ
る
日

本
国

政
府

の
要
請

に
よ
り
終
戦
前

に
引
き
揚

げ

し
た
か
た
お
よ
び
そ

の
遺
族

３

、
連

合
国
領
域

に
昭
和
十

六
年
十

二
月
八
日

ま
で
（

南
方
地
域

は
別

に
定

め
る
日
）
引
き
続
き
一
年
以
上

の
生
活

本
拠

を
有
し
在
留
者
相
互
交
換

に
よ
り

終
戦
日
前

に
内
地

に
引
き
掲
げ
し
た

か

た
お
よ
び
そ

の
遺
族

○
特
別
交
付
金
支
給
額

は
っ

ぎ
の
と

お
り
で

す

引

揚
者
　
　
　
　
　
　

遺
　

族

（
引

揚
者
の
七
割
給
付
）

拝

語

訌
　

十
一
万
二

千
円

三
十
五
歳
以
上
　
　
　
　

－

五
十
歳
未
満
十
万
円
　
　

七
万
円

訌

且

且

門
　

三

ご

竿

円

二
十
歳
以
上
二
十
　
　

万
　

‘

五
歳
未
満
三
万
円
　

二
　

一

千
円

二
十
歳
未
満
二
万
円
　

一
万
四

千
円

ま

た
、
在
外
期
間

八
年
以

上
の
か
た

に
は
一
万
円
（

遺

族
七
千
円
）

が
加
算

さ
れ

ま
す
。

こ

の
交
付
金

は
、
十
年

償
還
無
利

子

の
記
名
国
債
で
支

給
さ
れ
ま
す
。

○
遺
族
の

範
囲
お
よ

び
順
位

は
つ
ぎ
の

と

お
り
で
す

。

配
偶
者
（
事
実
婚
も
含

む
）
子

、
父

母
○
そ
の
他
　

詳
細

は
役
場
厚

生
係
へ

お
問
い
合
せ
く

だ
さ
い

。

電
話
利
用
者
の
皆
様
え

電
話
業
務
に
つ
き
ま
し
て
は
利
用
者

の
皆
様
方
の
常
日
頃
よ
り
絶
大
な
る
御

協
力
に
よ
り
大
過
な
く
遂
行
で
き
得
ま

し
た
事
は
、
私
共
局
員
一
同
深
く
感
謝

い
た
し
て
お
り
ま
す
。

去
る
三
月
農
村
集
団
自
動
電
話
の
開

通
を
転
機
に
電
話
の
利
用
状
況
も
以
前

に
比
べ
て
倍
増
と
い
う
実
態
で
皆
様
方

に
も
種
々
御
迷
惑
を
を
お
か
け
い
た
し

て
お
る
事
と
誠
に
中
訳
な
く
存
じ
深
く

お
詫
び
中
上
げ
ま
す
。

私
共
屯
こ
の
状
態
に
つ
き
ま
し
て
は

種

々
検
討

を
加
え

通
話

の
円
滑
な
そ
通

に
努
め
て
お
り
ま
す
が

、
未

だ
完

全
に

解

決

さ
れ

て
お
ら

な
い

の
が

実
態
で

す
。
勿
諭

私
共
局
員

の
不
得

の
至
り
も

ご
ざ
い

ま
す
が
現
在

の
交
換
設
備
の
点

に
も
問
題

が
あ
り

、
こ
れ

が
解
決

に
関

係
機

関
と

も
相
協
力

し
現
在
努
力
中
で

ご
ざ
い

ま
す

の
で
御
諒

解
を

お
願
い
す

る
次
第
で

す
。

就

き
ま
し
て
は
、
作
業
能
率
を
高

め

い

さ
さ
か
な
り
と
も
皆
様
方

の
御
希
望

に
そ
い

た
い
と
思
い
ま
す
の
で
次
の
事

項

に
つ
い

て
気
を
つ
け
て
い

た
だ
き
た

い
と
存

じ
ま
す

。

１

、
電
話

の
申
込
み

は
必
ず
番
号
で
申

込

ん
で
下
さ
い
。

２
、

お
話

し
が

終
っ

た
ら

必
ず

信
号

（

ペ
ル
を
鳴
ら
す
）
を
し
て
下

さ
い
。

３
、

お
話
し
は
、
筒
単
、
明
瞭
に
し
出

来

る
限
り
早

め
に
終

る
よ
う
心
が
け

て
下
さ
い
。

以
上
三
点
に
っ
き
ま
し
て
は
以

前
に

も
度

々
御
協
力
方
お
願
い
申
し
上
げ
て

お
り

ま
す
が
、
未
だ
屋
号
や
、
名
前
で

中
込
行
方

が
相
当
数
あ
り
特

に
官
庁
、

団
体
等

に
申
込
む
場
合
そ

の
例
が
見
受

け
ら
れ

ま
す
。
又
通
話
終
了
時
の
信
号

に
つ
い
て

は
大
部

分
の
利
用
者

に
見
受

け
ら
れ

ま
す
の
で
特

に
注
意

し
て
頂
き

た
い
と
思
い

ま
す
。
番
号
呼

び
及

び
終

話
信
号
を
完
全

に
実
施
し
て
い

た
だ
け

れ

ば
交
換
作
業
全
般

に
わ
た
っ
て
い
さ

さ
か
な
り
と
も
改
善
さ
れ

ま
す
の
で
そ

の
点
御
理
解
の
上
御
協
力
方
お
願
い
い

た
し

ま
す
。

と

か
く
電
話
を
御
利
用
な
さ

る
方
は

自
分
一
人
だ
け
利
用
し
て
い
け
る
と
云

う

よ
う

に
錯
覚
さ
れ
て

お
る
よ
う
で
す

の
で
皆

ん
な

が
利
用
し
て
い

る
事
を
お

分
り
頂
き

お
互

に
気
持
よ
く
電
話
を
御

利
用

下
さ

る
よ
う

お
願
い
申

上
げ
ま

す

゜
　
　
　
　

陸
奥
蓬
田
郵
便
局
長

Ｏ ） 創　　刊　　号 広　報　ほ　う　も　ん 昭和42年12月 １日

学 習 す る 郡P  T  A



お
　
　
　
　

知
　
　
　
　

ら
　
　
　
　

せ

特
別
弔
慰
金
支
給

の
お
知
ら
せ

恍
没
者
の
遺
族

に
特
別
弔
慰
金
が
支

給
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
ま
だ
請
求
の
手

続
き
を
し
て
い
な
い
遺
族
は
、
早

め
に

役
場
民
生
係
へ
申
し
出
て
手
続
き
を

し

て
下

さ
い
。

支
給
の
対
象
と
な
る
主
な
遺
族
は
次

の
と
お
り
で
す
。

①
遺
族
援
護
法
の
弔
慰
金
（

五
万

円
、

三
万

円
等
）

を
受

け
た
遺
族
で
、
昭

和
四

〇
・
四

・
一
現

在
、
公

務
扶
助

料
や
遺
族
年
金
等
を
受

け
る
遺
族
が

い
な
い
場
合
。

②
弔
慰
金
を
受
け
た
遺
族
が
死

亡
等
の

場
合
は
、
弔

慰
金
を
受

け
な
か
っ
た

遺
族
で
、
戦
没

者
の
子
、
父

母
、
孫

祖
父
母
、
兄

弟
姉
妹
の
順
に
支
給
さ

れ
ま
す
。
但
し
、
昭
和
四
〇
・
四
・

一
現
在
、
公

務
扶

助
料

や
遺
族
年
金

等
を
受

け
る
遺
族
が
い
る
場

合
は
除

か
れ
ま
す
。

③
支
給
金
額
　
　

三
万
円

（

注
）

○

な
か
に
は
支
給
の
制
限
か
お

る
の
も

四
十
三
年
度

給
食
セ
ン
タ
ー
設
置
計
画

村
内

の
全
児
童
生
徒
（

約
千
名
）
を
対

象
と
す

る
給
食

セ
ン

タ
ー
新
設
計
画

が

こ

の
ほ
ど
出

来
上
り
県
教
宣

瓷
員
会
へ

提
出

さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ

に
よ
る
と
建

物
（

木
造
二

〇
〇

ぜ
）
三
、
七
二
九
、

〇

〇
〇

円
設
備
費
五
、
六
〇
四
、
〇
〇

〇
円

計
九
、
三
三
三

、
〇
〇
〇
円

に
て

四

十
三

年
四

月
着
工
同
七
月
完
成
第
二

学
期
よ
り
給
食
開
始
の
予
定
で
す
。
な

お
こ
の
財
源
内
訳
は
一
般
財
源
五
、
〇

匸
一
、
〇
〇
〇
円
国
庫
神
助
金
二

、
三

二

二

○
Ｏ
Ｏ

円
起
債
二

、
〇

〇
〇
、

〇

〇
〇
円
と
な
っ
て
い
る
。

あ
り
ま
す
。

○
く
わ
し
い
こ
と

は
、
役
場
民
生
係
へ

お
尋

ね
下
さ
い
。

ど
な
た
で
も
健
康
保
険
の

温
泉
保
養
所
を
利
用
で
き
ま
す

浅
虫
と
黒
石

に
「
健
康
保
険
の
温
泉

保
養
所
」
が
あ
り

ま
す
。

職
場
の

グ
ル
ー
プ
で
、

ご
家
族
の

レ
ジ

ャ

ー
に
い
つ
で
も

ご
利
用
く
だ
さ

る
よ

う
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

△

所

在
地

浅
虫

保
養
所
　

青
森
市
浅
虫

（

浅
虫
駅
か
ら
三

分
帰
帆
荘
と
な
り
）

つ
が
る
荘
　

黒
石

市
落
合
温
泉

（

黒
石

か
ら
バ

ス
ニ

十
五
分
バ

ス
停

落

合
入
口
か
ら
徒
歩
五
分
落
合

ホ
テ

ル
側
）

△
利

用
申
込

浅
虫

は
県

庁
内
保
険
課
（

電
話
二

局

一
一
一
一
）

つ
が
る
荘

は
弘
前

社
会
保
健
事
務
所

（
電

話
二
局
四

一
五
四
）

△
申
込

方
法

詐

記
の
申

込
先

に
あ
ら
か
じ
め
電
話

で

ご
希
望

の
利

用
日

が
空
い
て
い
る

か
を
確

め
て
か
ら
「

保
養
所
利
川

承

認
申
請
書
」
を
出
し
て
い
た
だ
く
と

承
認
書

が
交
付
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
を

利
用
当
日
保
養
所
に
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。
中

込
は
、
な
る
べ
く
ご
利

用

日
の
一
週
間
ぐ
ら
い
前
ま
で
に
お
願

い
し
ま
す
。

△
休
日
浅
虫

保
養
所
　

毎
週
木
曜
日

黒
石

つ
が
る
荘
　

毎
週
水
曜

口

△
利

用
蚪
（

入
場
税
、
冬
期
暖
房

れ
は

含
み
ま
せ

ん
）

政
府

管
掌
健
康
保
険
の
被
保
険
者
及

び
被
扶

養
者

一
泊
（
二
食
付
）

六
〇
〇
円

日

帰
り
　
　
　
　

一
〇

〇
円

そ
の
他
の
方

一

泊
（
二

食
付

）
八
五
〇
円

△

土
曜

日
、
月
曜

日
、
祭
日
以
外

で
す

と
三

〇

名
ぐ
ら
い
ま
で
の
宿
泊
貸
切

り
の
ご
利

用
も
歓
迎
し
ま
す
。

山
と
天
気
予
知

の
言
え
伝
え

最
近
の
登
山

ブ
ー
ム
に
伴
い
遭
難
す

る
そ
の
ほ
と

ん
ど
が
天

気
に
対
す
る
未

知
と
云

わ
れ
て
お
り
ま
す
。

天

気
図

の
見
方
を
勉
強
す
る
事
は
大
切

で

あ
り
ま
す
が
、
背
か
ら
言
え
伝
え
ら

れ
て
お
り
ま
す
天

気
予
知
を
上
げ
て

み

ま
す
。

气

鯖
雲

、
鰯
雲

は
水
を
呼

ぶ
。

一

、
星
の
ま
た
た
き
が
強
け
れ
ば
風

が

強

く
な
る
。

一

、
夕

方
か
ら
吹
く
風

は
彌
く
な
る
。

气

加
え
る
が
な
く
と
雨
が
く
る
。

一

、
魚
が
よ
く
つ
れ
る
時
は
や
が
て

海

が
あ

れ
る
。

一

、
鳶

が
高
く
鰥

う
時
は
や
が
て
听

る

そ
の
ほ
か
朝
焼

け
の
空
か
鮮

紅
色
し

て
い
収
は
天

気
が
よ
く
、
ど
す
赤
い
色

な
ら
夕
立
が
あ
る
。
ま
た
黄
色
味
を
お

び
て
い
れ
ば
天

候
が
崩
れ
る
。

夕
方
の
虹
は
天

気
が
よ
く
、
朝
の
虹

は
天

気
が
悪

く
な
る
前
非
と
い
わ
れ
て

お
り
ま
す
。

黒
い
千
切
れ
雲

が
山
腹
を
走
り
過
ぎ

る
と
風
雨
の
前
非
と
い
わ
れ
て
お
り
ま

す
。

本
紙
へ
の
投
稿
歓
迎

村
民
の
み
な
さ

ん
の
ご
意
見
ご
要

望

な
ど
な

ん
で
も
結
構
で
す

か
ら
ど

し
ど

し
原
稿
を
お
よ
せ
下

さ
い
。
来
年
度
か

ら
は
本
紙
の
面
目
も

Ｉ
新
し
皆
さ
ま
に

愛
さ
れ
る
広
報
紙
と
し
て
毎
月
発
行

す

る
予
定
で
す
か
ら
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。Λ

お
茶
の
間
メ
モ

▽

○
入
浴
法
さ
ま
ざ
ま

日

本
人
の
フ
ロ
好
き

は
有
名

で
す
が

こ
ん
な
入
り
方
か
お
る
の
を
ご
存

じ
で

し
ょ
う
か
。

や
せ
る
た
め
に
は
、
熱
い
湯

に
短

く

何
回

も
入
る
。
就

寝
前

、
疲

れ
を
と

る

た
め
に
は
、
ぬ
る
ま
湯
に
長

く
入
る
。

そ

し
て
、
朝
仕
事
前

に
あ

つ
い
湯

に
短

く
入

る
の
は
気
分

が
爽
快

に
な
る
し
、

健
康

に
も
よ
い
と

の
こ
と

。

余
裕

が
あ

つ
た
ら

ぜ
ひ

ど
う
ぞ
。

（
Ｎ
Ｈ
Ｋ

テ
レ
ビ
「
生
活

の
知
恵
－

ふ

ろ
好
き
」
か
ら
）
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